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このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いて
おくようにしてください。
「安全にかかわる表示について」にある説明を読んだ後、「使用上のご注意」を

必ずお読みください。

安全にかかわる表示について
Express5800シリーズを安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従っ
て操作してください。

このユーザーズガイドには装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭う
か、どうすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が
想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」
という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義され
ています。

　　 指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを
示します。

　　 指示を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれ
があることを示します。

危険に対する注意・表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の
ような意味を持つものとして定義されています。

注意の喚起 この記号は指示を守らないと、危険が発生す
るおそれがあることを表します。記号の中の
絵表示は危険の内容を図案化したものです。

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号の中
や近くの絵表示は、してはならない行為の内
容を図案化したものです。

行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号の中
の絵表示は、しなければならない行為の内容
を図案化したものです。危険を避けるために
はこの行為が必要です。

警告�

注意�

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）

（例）

（例）

（例）



危険に対する注意の内容

ユーザーズガイドおよび警告ラベルで使用する記号
とその内容

注意の喚起

してはならない行為の内容
を示した絵（本文中では省略
している場合もあります）

危険の程度を表す用語

注意を促す記号

行為の禁止

感電のおそれがあることを示しま
す。

指などがはさまれるおそれがある
ことを示します。

高温による傷害を負うおそれがあ
ることを示します。

発煙または発火のおそれがあるこ
とを示します。

特定しない一般的な注意・警告を
示します。

特定しない一般的な禁止を示しま
す。

本装置を分解・修理・改造しない
でください。感電や火災のおそれ
があります。

（ユーザーズガイドでの表示例）

注意�
指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントを
お使いください。指定以外の電源を使うと火災や漏
電の原因となります。

行為の強制

本装置の電源プラグをコンセント
から抜いてください。火災や感電
のおそれがあります。

特定しない一般的な使用者の行為
を指示します。説明に従った操作
をしてください。

指定以外�



注　意

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）
の基準に基づくクラスA情報技術装置です。この装置を家庭環
境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場
合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあり
ます。

高調波適合品

本装置は通商産業省通知の家電、汎用品高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。

電源の瞬時電圧低下対策について

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電
電源装置（UPS）等を使用されることをお勧めします。

レーザ安全基準について

本装置に標準で搭載されているCD-ROMドライブは、レーザに関する安全基準（JIS・C-6802、IEC825）クラス1に適合しています。

海外でのご使用について

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがって、この装置を
輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を
問わず一切の責任を免除させていただきます。

ご注意

（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
（2） 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
（3） NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。
（4） 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありましたら、

お買い求めの販売店にご連絡ください。
（5） 運用した結果の影響については（4）項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

©　NEC Corporation 2000

商標について

ESMPROは日本電気株式会社の登録商標です。
EXPRESSBUILDERは日本電気株式会社の商標です。
Microsoft、Windows、Windows NT、MS-DOSは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標
です。
Intel、Celeronは米国Intel Corporationの登録商標です。
ATは米国International Business Machines Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
Adobe 、Adobe ロゴ、Acrobat は、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の商標です。
Symantec Norton Ghost
(c) 1999 Symantec Corporation. All Rights Reserved.

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

Windows 2000はMicrosoft® Windows®2000 Professional operating systemの略称です。
Microsoft Windows NTはMicrosoft® Windows NT® Workstation network operating system version 4.0の略称です。
Windows 98はMicrosoft® Windows®98 operating systemの略称です。
Windows 95はMicrosoft® Windows®95 operating systemの略称です。

サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関係ありません。



Norton Ghost 6.X Standard Edition OEMバージョンについて

1. Norton Ghost6.Xについて

Norton Ghostはハードディスクの内容を高速にかつ簡単に『複製』と『書き戻し』ができるソフトウェアです。
本媒体には、『書き戻し』機能に特化した「Norton Ghost6.X Standard Edition OEMバージョン」が添付されています。

『複製』と『書き戻し』ができるNorton Ghost6.Xの製品版の詳細につきましては　下記サイトでご覧になれます。

http://www.symantec.com/region/jp/products/ghost/ghost.html

2. メーリングリスト登録について

法人使用のユーザ様へ

本製品「Norton Ghost6.X Standard Edition OEMバージョン」が同梱されているPCを25台以上ご利用いただい
ているユーザ様向けにNorton Ghostの企業向けライセンス製品へのアップグレードサービスをご提供いたします。
アップグレード版ライセンス製品では『複製』､『書き戻し』が可能となっております。

くわしくは http://www.symantec.co.jp/nec　へアクセスください。

個人使用のユーザ様へ

シマンテックでは『複製』機能も追加されたパッケージを西暦2000年中に製品化する予定です。下記のサイトにて
メーリングリストへご登録いただきますと製品販売の際に優待価格にてご購入いただける特典をご案内させていた
だきますので、ぜひご登録をお願い申し上げます。

メーリングリスト登録サイト：

http://www.symantec.co.jp/nec/

シマンテック株式会社
日本電気株式会社
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シマンテック社ソフトウェアご使用の条件

ご注意

シマンテックは、お客様が本使用許諾契約の内容にすべて同意される場合にかぎり、お客様がこのソフトウェアを使用する
ことを許諾します。このソフトウェアを使用またはインストールすると本使用許諾契約に同意したものと見なされますの
で、その前に本使用許諾契約をよくお読みください。お客様が本使用許諾契約の内容に同意されない場合、シマンテックは
使用を許諾いたしませんので、このソフトウェアを使用およびインストールしないでください。

使用許諾契約および保証

本使用許諾契約の対象となるソフトウェア（以下、単に「本ソフトウェア」といいます）は、シマンテックおよび本ソフトウェ
アの使用許諾権者の所有物であり、著作権法によって保護されています。シマンテックは本ソフトウェアの所有権を引き続
き保持しますが、本使用許諾契約に同意したお客様に、本ソフトウェアの一定の使用権を設定します。本使用許諾契約が許
諾補遺条項によって修正される場合を除き、設定される本ソフトウェアの使用権は以下の通りです。

許諾事項

Ghostを使用して一つのハードディスクのイメージを一つだけ他のハードディスクに作成すること。
特定のハードディスクに対するGhostの使用許諾を再度利用して、そのハードディスクのイメージを同じハードディスク内
に追加して作成すること。ただし、そのハードディスクのエンド・ユーザーとしての立場で行うことを要し、そのハード
ディスクを包含するシステムの販売者として行ってはならない。
 障害復旧の目的でGhostで作成した一つのイメージ・ファイルをお客様が第三者に移転するハードディスクに保存するこ
と。

禁止事項

Ghostの使用許諾を利用してハードディスクにイメージ・ファイルを作成したあとに、更にその使用許諾を再利用するこ
と。
本ソフトウェアに附属しているマニュアルなどの文書をコピーすること。
本ソフトウェアの一部または全部を問わず、再使用許諾、貸与、または、リースをすること。
リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブル、修正、翻訳、または、本ソフトウェアのソースコードを調べる
行為をし、もしくは、本ソフトウェアから派生品を制作すること。

保証の限定

シマンテックは、本ソフトウェアの引き渡しから60日間にわたって、本ソフトウェアの供給媒体に瑕疵がないことを保証し
ます。この保証内容に違反する事態が生じた場合、お客様の唯一の救済方法として、シマンテックは保証期間内に返送を受
けた瑕疵のある媒体の代品を提供致します。シマンテックは、本ソフトウェアがお客様の要望にかなうものであること、本
ソフトウェアの操作に障害が発生しないこと、および、本ソフトウェアの内容に誤りがないことを保証するものではありま
せん。

上記の保証がシマンテックの行う保証のすべてであり、商品価値を有すること、お客様の特定の目的にかなうこと、およ
び、法律違反・権利侵害が存在しないことを含む明示的、黙示的な一切の保証に代わるものです。上記の保証は、お客様に
特定の法的権利を付与しますが、国によっては、法律でお客様にその他の権利が与えられることがあります。

損害賠償の免責

本書記載の救済方法によりその目的が達成できるかどうかにかかわらず、シマンテックは、特別損害、偶発的損害、間接損
害、または、これに類似する損害に対する一切の責任を負いません。そのような損害には、本ソフトウェアの使用またはそ
の使用不能により生じたお客様の得べかりし利益の喪失やデータ消失も含まれます。そのような損害が生じる可能性につい
てシマンテックが以前から警告を受けていたとしても、損害に対する責任をシマンテックが負うことはありません。

国によっては、上記のような偶発的、間接的な損害に対する損害の限定または免除を認めていないことがあります。お客様
がそのような国にお住まいの場合は、上記の責任限定・免責規定は適用されないことがあります。
いかなる場合にせよ、シマンテックの賠償責任が、本ソフトウェアのご購入代金を超えることはありません。上記の責任限
定・免責規定は、お客様が本ソフトウェアを返品するか否かにかかわらず適用されます。

その他

本使用許諾契約は、英国の法律に従って解釈されます。本使用許諾契約は、本使用許諾に付随する許諾補遺条項、または、
お客様とシマンテックの双方が署名した書面によってのみ、その内容を変更することができます。本使用許諾契約に関する
ご質問がある場合、または、その他の理由によりシマンテックと連絡をとりたいお客様は、下記のところまでお手紙でお知
らせ下さい。
Sales and Service, Symantec Europe, Kanaalpark 145, Postbus 1143,2321 JV Leiden, The Netherlands.　
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はじめに

このたびは、NECのExpressワークステーションをお買い求めいただき、まことにありがと
うございます。

NEC Expressワークステーションは、強力なパワーと最新のアーキテクチャを採用した次
世代を担うコンピュータです。そのポテンシャルはクライアントサーバシステムを構築する
ワークステーションPCとしても十分な能力を持ち、高速な処理と高い信頼性を提供します。

Expressワークステーションの持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本
書をよくお読みになり、装置の取り扱いを十分にご理解ください。
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本書について

本書は、Expressワークステーションを正しくセットアップし、使用できるようにするため
の手引きです。Expressワークステーションのセットアップを行うときや日常使用する上
で、わからないことや具合の悪いことが起きたときにご利用ください。
本書は常にExpressワークステーションのそばに置いていつでも見られるようにしてくださ
い。

本書は、Windows 2000などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった
一般的な入出力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象と
して記載されています。

本書の記号について

本書では巻頭で示した安全にかかわる注意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ
らの記号と意味をご理解になり、装置を正しくお取り扱いください。

重要�

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に注意をすべ
き点を示します。

チェック�

装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。

ヒント�

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。

本書の再購入について

もし本書を紛失された場合は、最寄りの販売店、またはお買い求めの販売店に品名と型名を
次のように指定してお申し込みください。本書を再購入できます。

ⓦ 品名 Express5800/51Ta　ユーザーズガイド
ⓦ 型名 UL9020-166
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本文の構成について

本書は4つの編から構成されています。それぞれの編では次のような説明が記載されていま
す。（安全にかかわる注意事項についてはx～xvページをご覧ください）。なお、巻末には索
引があります。必要に応じてご活用ください。

第1編　導入編 ....................本装置を導入するにあたり知っておいていただきたい情報につ
いて記載しています。ここで説明する内容や手順を守って正し
く本装置をお使いになるシステム環境へ導入してください。

第2編　ハードウェア編 .....本装置のハードウェアに関する説明をしています。各部の名称
やその機能、オプションの増設方法、本装置にふさわしい設置
場所について知りたいときに参照してください。

第3編　ソフトウェア編 .....本装置に添付のソフトウェアについてその機能やインストール
方法について説明しています。ここで説明する内容に従って正
しくお使いください。

第4編　運用・保守編.........本装置を運用する上で知っておいていただきたい情報が記載さ
れています。また、「故障かな？」と思ったときは、本装置の故
障を疑う前にまずここを参照してください。

付属品の確認

本装置の梱包箱の中には、装置本体以外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品
表を参照してすべてがそろっていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りな
いものや損傷しているものがある場合は、販売店に連絡してください。

重要�

付属品について

ⓦ 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、本装置が故障したときに必要と
なりますので大切に保管してください。

ⓦ 添付品の「EXPRESSBUILDER」の構成品については、パッケージの中にある構成品表
を参照してください。

ⓦ オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録カードは、所定事項をご記入の
上、必ず投函してください。

ⓦ フロッピーディスクが添付されている場合は、フロッピーディスクのバックアップを
とってください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バック
アップディスクを使用してください。

ⓦ 添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMは、使用方法を誤るとお客様のシステム環
境を変更してしまうおそれがあります。使用についてご不明な点がある場合は、無理な
操作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。
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　使用上のご注意　～必ずお読みください～

Expressワークステーションを安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されてい
ます。

警告ラベルについて

Expressワークステーション内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付け
られています。これはExpressワークステーションを取り扱う際、考えられる危険性を常に
お客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、汚したりしないでくださ
い）。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして
判読できないときは販売店にご連絡ください。

注 意�CAUTION

高温になるコンポーネントがあります。十分に冷えてから触れるようにして下さい。�

電源を切ってもバッテリで稼働している部品があります。�

保守をするまえに各々のコンポーネントの取り扱い説明書をお読み下さい。�

ネジは本体内部へ落とさない様、十分ご注意下さい。

ボード及びオプション機器の接続の際は、必ず利用の手引きを参照し、�
正しく接続して下さい。誤った接続は、故障や火災の原因となります。�

Do not drop any screws inside the unit.

Refer to BASIC UNIT OPERATION MANUAL  
when you install the board or optional modules.
Wrong installation may cause an accident or fire.

装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。�
Lift the unit’s bottom up steady
when you lift up and carry the unit.

Some components become very hot.
Touch their surfaces after waiting enough time 
for cooling.

Even after turning off the power, 
some parts are still working using battery.

See instruction manuals of this server 
and all components before maintenance.

注 意�CAUTION
オプションの取付け、取外し時は電源プラグをコンセントから抜き、�
外部装置と接続しているケーブルを外して下さい。� 電源プラグを抜く�

感電注意�

Before you remove or replace the optional modules, 
turn off all system power and disconnect its 
peripherals from their power sources.
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安全上のご注意

Expressワークステーションを安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよ
く読んでご理解し、安全にご活用ください。記号の説明については巻頭の『安全にかかわる
表示について』の説明を参照してください。

全般的な注意事項

警告�
人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務
には使用しない

本装置は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙
機器・輸送設備や機器など、人命に関わる設備や機
器および高度な信頼性を必要とする設備や機器など
への組み込みやこれらの機器の制御などを目的とし
た使用は意図されておりません。これら設備や機
器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人
身事故、財産損害などが生じても当社はいかなる責
任も負いかねます。

煙や異臭、異音がしたまま使用しない

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただち
にPOWERスイッチをOFFにして電源プラグをコン
セントから抜いてください。その後、お買い求めの
販売店または保守サービス会社にご連絡ください。
そのまま使用すると火災の原因となります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔やフロッピーディスクドライブ、CD-ROMド
ライブのすきまから金属片や針金などの異物を差し
込まないでください。感電の危険があります。

注意�
海外で使用しない

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用
できません。この装置を海外で使用すると火災や感
電の原因となります。

装置内に水や異物を入れない

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物
を入れないでください。火災や感電、故障の原因と
なります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を
OFFにして、電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。分解しないでお買い求めの販売店または保
守サービス会社にご連絡ください。
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電源・電源コードに関する注意事項

警告�
ぬれた手で電源プラグを持たない

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでくださ
い。感電するおそれがあります。

アース線をガス管につながない

アース線は絶対にガス管につながないでください。
ガス爆発の原因になります。

注意�
指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントを
お使いください。指定以外の電源を使うと火災や漏
電の原因となります。

また、延長コードが必要となるような場所には設置
しないでください。本装置の電源仕様に合っていな
いコードに接続すると、コードが過熱して火災の原
因となります。

たこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れることによっ
て、過熱して火災の原因となるおそれがあります。

中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでくださ
い。中途半端に差し込むと接触不良のため発熱し、
火災の原因となることがあります。また差し込み部
にほこりがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災
の原因となるおそれがあります。

指定以外の電源コードを使わない

本装置に添付されている電源コード以外のコードを
使わないでください。電源コードに定格以上の電流
が流れると、火災の原因となるおそれがあります。
また、電源コードの破損による感電や火災を防止す
るために次のような行為を行わないでください。

ⓦ コード部分を引っ張らない。 ⓦ 電源コードをはさまない。
ⓦ 電源コードを折り曲げない。 ⓦ 電源コードに薬品類をかけない。
ⓦ 電源コードをねじらない。 ⓦ 電源コードにものを載せない。
ⓦ 電源コードを束ねない。 ⓦ 電源コードを改造・加工・修復しない。
ⓦ 電源コードをステープラ等で固定しない。
ⓦ 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保
守サービス会社にご連絡ください。）

指定以外�

指定以外
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設置・移動・保管・接続に関する注意事項

注意�
指定以外の場所に設置・保管しない

本装置を次に示すような場所や本書で指定している
場所以外に置かないでください。火災の原因となる
おそれがあります。

ⓦ ほこりの多い場所。
ⓦ 給湯器のそばなど湿気の多い場所。
ⓦ 直射日光が当たる場所。
ⓦ 不安定な場所。

また、本装置を縦置きにしてお使いになるときは添
付のスタビライザで本装置を固定してください。

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない

本装置内蔵用オプションやインタフェースケーブルなどの取り付け・取り外しは本
装置の電源をOFFにして、電源プラグをコンセントから抜いてから行ってくださ
い。たとえ電源をOFFにしても電源コードを接続したまま装置内の部品やケーブ
ル、コネクタに触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりすることがあ
ります。

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない

インタフェースケーブルは、NECが指定するものを使用し、接続する装置やコネク
タを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続先を
誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお守りくださ
い。

ⓦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。
ⓦ ケーブルを踏まない。
ⓦ ケーブルの上にものを載せない。
ⓦ ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。
ⓦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。
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お手入れ・内蔵機器の取り扱いに関する注意事項

警告�
自分で分解・修理・改造はしない

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解した
り、修理・改造を行ったりしないでください。装置
が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災
の危険があります。

また、本装置へのオプションの取り付け手順を本書
に記載していますが、できるだけお買い求めの販売
店または保守サービス会社に行わせることをお勧め
します。

CD-ROMドライブの内部をのぞかない

CD-ROMドライブはレーザを使用しています。電源
がONになっているときに内部をのぞいたり、鏡など
を差し込んだりしないでください。万一、レーザ光
が目に入ると失明するおそれがあります（レーザ光は
目に見えません）。

リチウム電池を取り外さない

本装置内部にはリチウム電池が取り付けられていま
す。リチウム電池を取り外さないでください。リチ
ウム電池を火に近づけたり、水に浸けたりすると爆
発するおそれがあります。

また、リチウム電池の寿命で装置が正しく動作しな
くなったときは、ご自分で分解・交換・充電などを
せずにお買い求めの販売店、または保守サービス会
社に連絡してください。

プラグを抜かずに取り扱わない

お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け／取
り外しは、本装置の電源をOFFにして、電源プラグ
をコンセントから抜いて行ってください。たとえ電
源をOFFにしても、電源コードを接続したまま装置
内の部品に触ると感電するおそれがあります。

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほ
こりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがた
まったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原
因となるおそれがあります。

注意�
高温注意

本装置の電源をOFFにした直後は、内蔵型のハード
ディスクなどをはじめ装置内の部品が高温になって
います。十分に冷めたことを確認してから取り付け
／取り外しを行ってください。
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注意�
中途半端に取り付けない

ボードは確実に取り付けてください。中途半端に取
り付けたボードは接触不良を起こし、発煙や発火の
原因となるおそれがあります。

運用中の注意事項

注意�
雷がなったら触らない

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。また電源プラグを抜く前に、雷
が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れ
ないでください。火災や感電の原因となります。

ペットを近づけない

本装置にペットなどの生き物を近づけないでくださ
い。排泄物や体毛が装置内部に入って火災や感電の
原因となります。

装置の上にものを載せない

スタビライザで固定していてもExpressサーバが倒
れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。

CD-ROMドライブのトレーを引き出したまま放置し
ない

引き出したトレーの間からほこりが入り誤動作を起
こすおそれがあります。また、トレーにぶつかりけ
がをするおそれがあります。

ヘッドフォンを耳にあてたまま接続しない

ヘッドフォンを耳にあてたままヘッドフォンジャッ
クに接続しないでください。耳を痛めるおそれがあ
ります。また、接続前にボリュームが大きくなって
いないことを確認してください。

近くで携帯電話やPHS、ポケットベルを使わない

本装置のそばでは携帯電話やPHS、ポケットベルの
電源をOFFにしておいてください。電波による誤動
作の原因となります。

ON
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第三者への譲渡について

Expressワークステーション、またはExpressワークステーションに添付されているものを
第三者に譲渡（または売却）するときは、次の注意を守ってください。

ⓦ Expressワークステーション本体について

本装置を第三者へ譲渡（または売却）する場合には、本書を一緒にお渡しください。

ⓦ 添付のソフトウェアについて

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡（売却）する場合には、以下の条件を満たす
必要があります。

－ 添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと
－ 各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関す
る条件を満たすこと

－ 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インストールした装置か
ら削除した後、譲渡すること
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マザーボード

消耗品･装置の廃棄について

■ 本装置およびハードディスク、フロッピーディスク、CD-ROMやオプションのボードな
どの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお
問い合わせください。

重要�

本装置のマザーボード上にあるバッテリの廃棄（および交換）についてはお買い求めの販
売店または保守サービス会社までお問い合わせください。

■ 本装置の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります（装置ファン、装置内蔵
のバッテリ、内蔵CD-ROMドライブ、フロッピーディスクドライブ、マウスなど）。装置
を安定して稼働させるために、これらの部品を定期的に交換することをお勧めします。
交換や寿命については、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡くださ
い。

警告�
リチウム電池を取り外さない

本装置内部にはリチウム電池が取り付けられていま
す。リチウム電池を取り外さないでください。リチ
ウム電池を火に近づけたり、水に浸けたりすると爆
発するおそれがあります。

また、リチウム電池の寿命で装置が正しく動作しな
くなったときは、ご自分で分解・交換・充電などを
せずにお買い求めの販売店、または保守サービス会
社に連絡してください。
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健康を損なわないためのアドバイス

コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体の各部に異常が起こることがあります。コンピュータを
使用するときは、主に次の点に注意して身体に負担がかからないよう心掛けましょう。

よい作業姿勢で

コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅子にすわ
り、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さに置き、視線が目の高
さよりもやや下向きに画面に注がれているという姿勢です。『よい作業姿勢』と
はこの基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分にも余分な力が入っていな
い、つまり緊張している筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装置の画面に
顔を近づけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因や視力低下の原因となる
ことがあります。

ディスプレイの角度を調節する

ディスプレイの多くは上下、左右の角度調節ができるようになっています。ま
ぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見やすくしたりするため
にディスプレイの角度を調節することは、たいへん重要です。角度調節をせず
に見づらい角度のまま作業を行うと『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐに疲労
してしまいます。ご使用の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してく
ださい。

画面の明るさ・コントラストを調節する

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）・コントラストを調節できる機能を持っ
ています。年令や個人差、まわりの明るさなどによって、画面の最適なブライ
トネス・コントラストは異なりますので、状況に応じて画面を見やすいように
調節してください。画面が明るすぎたり、暗すぎたりすると目に悪影響をもた
らします。

キーボードの角度を調節する

本装置に添付されているキーボードは、角度を変えることができるよう設計さ
れています。入力しやすいようにキーボードの角度を変えることは、肩や腕、
指への負担を軽減するのにたいへん有効です。

機器の清掃をする

機器をきれいに保つことは、美観の面からだけでなく、機能や安全上の観点からも大切です。特にディスプレ
イの画面は、ほこりなどで汚れると、表示内容が見にくくなりますので定期的に清掃する必要があります。

疲れたら休む

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかることをお勧
めします。
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